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吉田城

　
徳
川
家
康
の
重
臣
筆
頭
で
あ
る
酒
井
忠
次

は
、
現
在
の
岡
崎
市
井
田
町
付
近
の
生
ま
れ

で
す
。
酒
井
家
は
、
松
平
家
に
長
く
仕
え
る

重
臣
の
家
柄
で
、
家
康
よ
り
も
1
5
歳
年
上

だ
っ
た
酒
井
忠
次
は
、
家
康
の
叔
母
で
あ
る

碓
井
姫
（
吉
田
殿
）
を
妻
に
す
る
な
ど
、
松

平
家
と
代
々
深
く
関
わ
る
家
柄
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　
さ
て
、
前
回
は
松
平
家
の
東
三
河
侵
攻
と

吉
田
城
攻
め
を
紹
介
し
ま
し
た
。
家
康
は
永

禄
７
〜
８
年
（
1
5
6
4
〜
6
5
）
の
吉
田

城
攻
め
で
戦
功
を
あ
げ
た
酒
井
忠
次
を
吉
田

城
主
に
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
家
康
が
家
臣

に
城
を
与
え
た
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
信
頼
で
き
る
重
臣
に
東
三
河
の
要
を
任

せ
る
こ
と
で
、
家
康
の
遠
江
（
現
在
の
静
岡

県
西
部
）
進
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
康
が
浜
松
城
主
、
忠
次
が
吉
田
城
主
を

務
め
た
時
期
に
、
徳
川
家
に
と
っ
て
最
大
の

敵
は
甲
斐
（
現
在
の
山
梨
県
）
の
武
田
信
玄

で
し
た
。
武
田
氏
の
「
西
上
作
戦
」
に
よ
り
、

東
三
河
は
２
度
に
わ
た
り
攻
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。
東
三
河
へ
の
道
は
遠
江
か
ら
と

南
信
州
（
長
野
県
南
部
）
か
ら
の
２
つ
の

ル
ー
ト
が
あ
り
、
武
田
氏
は
、
は
る
ば
る
と

甲
斐
国
か
ら
山
河
を
越
え
て
東
三
河
を
め

ざ
し
、
２
つ
の
ル
ー
ト
か
ら
同
時
に
侵
入

し
た
の
で
す
。

　
武
田
信
玄
に
よ
る
元
亀
２
〜
４
年
（
1
5

7
1
〜
7
3
）
に
か
け
て
の
侵
攻
で
は
、
家

康
は
三
方
ヶ
原
の
戦
い
（
浜
松
市
）
で
大
敗

を
喫
し
、
一
時
は
二
連
木
城
（
仁
連
木
町
、

大
口
公
園
と
そ
の
周
辺
）
か
ら
吉
田
城
ま
で

攻
め
込
ま
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
野

田
城
の
戦
い
（
新
城
市
）
で
信
玄
が
健
康
を

損
な
い
（
一
説
に
は
城
内
か
ら
狙
撃
さ
れ
）、

武
田
軍
は
甲
斐
国
に
戻
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

信
玄
の
死
後
、
武
田
勝
頼
に
よ
る
天
正
３
年

（
1
5
7
5
）
の
２
回
目
の
侵
攻
で
は
、
家
康

と
忠
次
は
吉
田
城
を
出
て
二
連
木
城
近
く
の

「
は
じ
か
み
原
」
で
戦
い
、
退
却
し
て
吉
田
城

に
堅
く
籠
城
し
ま
し
た
。
吉
田
城
を
攻
め
き

れ
な
か
っ
た
武
田
氏
は
攻
撃
目
標
を
奥
三
河

の
拠
点
・
長
篠
城
に
改
め
た
こ
と
が
、
酒
井

忠
次
の
鳶
ヶ
巣
砦
の
奇
襲
戦
、
そ
し
て
有
名

な
設
楽
ヶ
原
の
戦
い
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
吉
田
城
は
籠
城
戦
に

使
わ
れ
て
ば
か
り
に
見
え
ま
す
が
、
見
方
を

変
え
れ
ば
家
康
や
忠
次
か
ら
絶
大
な
信
頼
が

置
か
れ
た
城
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

東
三
河
の
中
心
拠
点
で
あ
っ
た
吉
田
城
は
、

当
時
か
ら
か
な
り
の
規
模
の
大
き
な
城
で

あ
っ
た
と
発
掘
調
査
で
推
定
さ
れ
て
お
り
、

酒
井
忠
次
は
、
吉
田
城
を
か
な
り
堅
固
な
城

に
改
造
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
武
田
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
織
田
信
長
は
、
甲

斐
攻
略
戦
の
帰
路
に
吉
田
城
に
立
ち
寄
り
、

酒
井
忠
次
と
夜
更
け
ま
で
語
り
合
い
、
太
刀

真
光
（
国
宝
、
山
形
県
・
致
道
博
物
館
蔵
）

と
黄
金
二
百
両
を
与
え
て
い
ま
す
。
家
康
の

懐
刀
で
あ
る
忠
次
は
、
織
田
信
長
に
と
っ
て

も
信
頼
の
お
け
る
武
将
だ
っ
た
の
で
す
。

第
４
回

　
酒
井
忠
次
と
吉
田
城‒

対
武
田
攻
防
戦‒

　豊橋市内の徳川家康ゆかりの地を、

2か月に1回の連載で学芸員が紹介し

ます。
う
す

い

ひ
め

ろ
く

え
い

げ
ん
　
き

と
び
　
が
　  

す
　
と
り
で

に
　  

れ
ん
　  

ぎ
　
じ
ょ
う

た
　 

ち

ま
さ   

み
つ

ち
　
ど
う

と
う
と
う
み

さ
か

い

た
だ

つ
ぐ

二連木城址（仁連木町）
大口公園には、城の遺構である土塁や堀の
跡などが残されています。もとは吉田城に
対抗して築かれた城でしたが、忠次の頃に
は吉田城を支える城になっていました。

革羽織（レプリカ）　
長篠城の戦いで功をあげた忠次が、織田信長
から与えられた革羽織のレプリカで、吉田城
鉄櫓に展示されています。現物は山形県の致
道博物館に収蔵されています。

くろがねやぐら

　岡
崎
で
生
ま
れ
る

　人
質
生
活
が
始
ま
る

桶
狭
間
の
戦
い

三
河
統
一

長
篠
の
戦
い

本
能
寺
の
変

関
ヶ
原
の
戦
い

征
夷
大
将
軍
と
な
り

　
　
　江
戸
幕
府
を
ひ
ら
く

駿
府
で
亡
く
な
る

1542
(0 歳）

1547
(5 歳）

1560
(18 歳）

1566
(24 歳）

1575
(33 歳）

1582
(40 歳）

1600
(58 歳）

1603
(61 歳）

1616
(74 歳）

今回はこのあたり

かわ ば  おり

1919 広報とよはし 令和5年6月広報とよはし 令和5年6月


